
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

照井　求音

サラマンダー
ハヌマーン

ブラム＝ストーカー

UGNチルドレンA

15

犠牲

天涯孤独

憎悪

秘密

サボりがち中学生

女性

38

殺意

3
1
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

4
1
2
2

30
13
13
18
36

8 1
1 1

UGN 5

攻撃100↓
攻撃100↑
攻撃160↑

白兵
白兵
白兵

6r+8
8r+8
10r+8

8
7
7

24
30
36

さらに消費したHP分上昇（最大8）
さらに消費したHP分上昇（最大10）
さらに消費したHP分上昇（最大12）

0 0

D：復讐者
《タイタス》家族を殺した奴

吉岡陽子
シナリオ：あの時の少女

PC：PC3

執着
感服
懐旧

憎悪
無関心
隔意

4

ワーディング

リザレクト

先手必勝

バトルビート

赫き剣

音速攻撃

一閃

CL：サラマンダー

炎の刃

アマテラス

蝙蝠の耳

熱感知知覚

★

0

3

2

4

2

1

2

4

2

1

1

-

1d10

2

3

2

2

2

2

4

オート

気絶時

常時

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

武器

武器

武器

シーン

自身

自身

自身

自身

単体

自動

自動

自動

自動

自動

白兵射撃

白兵

シンドローム

白兵射撃

白兵射撃

-

↓100

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

【行動値】+[Lv*3]、侵蝕率+4。P76

ハヌマーンのエフェクトを使用した判定ダイス+Lv。P76

最初に、HPを[Lv*2]以下まで消費する。種・技：白兵　攻撃：消費したHP+8　ガード：0　射程：至近。P45

ダイス+Lv。P74

メジャーの全力移動の後に白兵攻撃を行う。P73

CR値-Lv。P129

攻撃力+[Lv*2]。P109

《炎の刃》：組み合わせて発動、攻撃力+{Lv*4]、判定ダイス-2。

P79

P111

私はは、ごく普通の家庭で暮らす少女のはずだった。
パパは立派な刑事だった。正義感にあふれた人で、事件が起きればすぐに現場に向かって行った。
ママはそんなパパを支えながら大学の教授をしていた。研究で遅くなる日もあるけど、私のことを毎日優しく抱きしめてくれた。
優しくてかっこいい、年の離れたお兄ちゃんもいた。いずれはパパみたいな刑事になるんだといって、警察学校に行く勉強をしていた。
友達もいた。名前も知らない女の子。星を見るのが大好きで、一緒に星を見に行ったりもした。
そう、あの日も星を見上げてた。その帰りだった―――――

「なんで……どうしてみんな……冷たいの……？」
パパもママも、お兄ちゃんも。家で死んでいた。
冷たくなった家族を見て、どうしようもなく悲しくなって、後に怒りがわいた。
その怒りは私の顔に”焔”を灯して――――私は覚醒した。

あれから7年。犯人は未だに見つかっていない。それとも、UGNはよくあるジャーム事件として適当に処理したのか。
どうだっていい。いや、むしろ好都合だ。
オヤジとおふくろ、アニキを殺したソイツはアタシの手で焼き殺す。
家族を冷たくした奴を、逆に死ぬまで燃やしてやる。
幼いころの夢？　知るかよ、そんなものに頓着しねえ。
アタシは、復讐のためだけに生きるんだ――――

7年前にオーヴァードに覚醒、以降復讐のためにUGNチルドレンとして任務の日々を送る。
おそらくその日を境に少女の前には現れなくなる、か（この辺りは変更の余地あり）
顔には覚醒時に自分の炎で焼かれた火傷跡がある。オーヴァード故治そうと思えば治せるが、復讐が終わるまで日常とは距離を置くという決意の元敢えて残して
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